
震災後の県内の安全・安心（治安）について

（1） 震災後の治安状況

問19 震災後、現在あなたが住んでいる地域の治安が良くなったと思いますか。

あてはまるもの１つに○をつけてください。

　震災後、居住地域の治安状況が「良い」と思う人は4.1％で、１割に満たない。

　一方、治安状況が「悪い」（12.3％）と思う人は１割強となっている。

　「変わらない」（68.7％）が７割弱を占めている。

6

全　体
（n=824） 無回答

2.1%
（17人）

わからない
12.9%

（106人）

変わらない
68.7%

（566人）

悪い
12.3%

（101人）

良い
4.1%

（34人）
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（2） 治安状況が良くなったと思う理由

（問19で「１ 良い」とお答えの方にお尋ねします。）

問19－１ 良くなったと思う理由は何ですか。

あてはまるもの１つに○をつけてください。

　治安状況が良くなったと思う理由は、「自分自身や家族、友人、知人が犯罪の被害

に遭っていない」（64.7％）が最も多くなっている。

　次いで、「犯罪の発生を口コミやニュース等で聞かなくなった」（20.6％）が２割

となっている。

該当者全体
（n=34） 無回答

5.9%
（2人）

その他
8.8%

（3人）

犯人の検挙を
ニュース等で

聞かなくなった
0.0% （0人）

犯罪の発生を口コミ
やニュース等で
聞かなくなった

20.6%
（7人）

自分自身や
家族、友人、知人
が犯罪の被害に

遭っていない
64.7%

（22人）
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（3） 治安状況が悪くなったと思う理由

（問19で「２ 悪い」とお答えの方にお尋ねします。）

問19－２ 悪くなったと思う理由は何ですか。

あてはまるもの１つに○をつけてください。

　治安状況が悪くなったと思う理由は、「犯罪の発生を口コミやニュース等で聞くよ

うになった」（53.5％）が最も多くなっている。

　次いで、「自分自身や家族、友人、知人が犯罪の被害に遭っている」（24.8％）と

なっている。

該当者全体
（n=101）

自分自身や
家族、友人、知人
が犯罪の被害に

遭っている
24.8%

（25人）

犯罪の発生を口コミ
やニュース等で
聞くようになった

53.5%
（54人）

犯人の検挙を
ニュース等で

聞かなくなった
0.0%

（0人）

その他
20.8%

（21人）

無回答
1.0%

（1人）
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（4） 犯罪の発生状況や防止方法等の情報の提供手段

問20 犯罪の発生状況や犯罪を未然に防止する方法等の情報について、どのような

形で提供されるのがよいと思いますか。

あてはまるもの３つに○をつけてください。

　犯罪の発生状況や防止方法等の情報の提供方法については、「テレビ放映による広

報」（64.8％）が最も多く、６割を超えた。次いで「警察官の訪問による具体的な助

言活動」（49.8％）が約５割の順となっている。

　以下、「防犯広報紙の配布」（43.7％）、「新聞の定期的な掲載」（40.9％）が４

割台、「各種防犯研修会の開催」（23.8％）が２割台、「ラジオ放送による広報」

（13.7％）、「携帯電話へのメール配信」（10.2％）が１割台で続いている。

全　体
（n=824）

4.4%
（36人）

3.4%
（28人）

3.4%
（28人）

4.2%
（35人）

10.2%
（84人）

13.7%
（113人）

23.8%
（196人）

40.9%
（337人）

43.7%
（360人）

49.8%
（410人）

64.8%
（534人）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 

テレビ放映による広報　　　

警察官の訪問による具体的な
助言活動　　　　　　　　　

防犯広報紙の配布　　　　　

新聞の定期的な掲載　　　　

各種防犯研修会の開催　　　

ラジオ放送による広報　　　

携帯電話へのメール配信　　

県警察ホームページへの掲載

その他　　　　　　　　　　

わからない　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　
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（5） 犯罪に関して知りたい情報

問21 犯罪に関するどのような情報が知りたいですか。

あてはまるもの３つに○をつけてください。

　犯罪に関して知りたい情報は、「自分の住んでいる地域の犯罪情報」（73.4％）が

最も多く７割を超え、次いで「多発している犯罪の手口や傾向」（59.2％）が６割弱

の順となっている。

　以下、「市町村単位の犯罪情報」（29.6％）、「学校や幼稚園周辺の犯罪情報」

（25.6％）、「振り込め詐欺や悪質商法に関する情報」（24.0％）、「福島県全体の

犯罪情報」（19.8％）が続いている。

全　体
（n=824）

3.9%
（32人）

0.8%
（7人）

2.8%
（23人）

9.5%
（78人）

10.0%
（82人）

10.1%
（83人）

13.7%
（113人）

19.8%
（163人）

24.0%
（198人）

25.6%
（211人）

29.6%
（244人）

59.2%
（488人）

73.4%
（605人）

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0% 

自分の住んでいる地域の犯罪情報　　

多発している犯罪の手口や傾向　　　

市町村単位の犯罪情報　　　　　　　

学校や幼稚園周辺の犯罪情報　　　　

振り込め詐欺や悪質商法に関する情報

福島県全体の犯罪情報　　　　　　　

防犯設備、防犯グッズ等の防犯情報　

全国の犯罪傾向　　　　　　　　　　

インターネットに関する犯罪情報　　

少年非行の現状　　　　　　　　　　

来日外国人の犯罪情報　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　
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（6） 最も不安に感じる犯罪

問22 現在お住まいの地域で最も不安に感じる犯罪は何ですか。 

あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

全　体
（n=824）

4.1%
（34人）

10.2%
（84人）

1.6%
（13人）

3.0%
（25人）

4.4%
（36人）

5.9%
（49人）

6.9%
（57人）

7.4%
（61人）

10.3%
（85人）

10.3%
（85人）

13.1%
（108人）

14.9%
（123人）

15.2%
（125人）

18.0%
（148人）

18.3%
（151人）

23.7%
（195人）

25.7%
（212人）

29.0%
（239人）

36.8%
（303人）

37.5%
（309人）

66.1%
（545人）

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0% 

空き巣や車上ねらい、自転車盗などの　
街頭犯罪　　　　　　　　　　　　　　

振り込め詐欺や悪質商法など　　　　　

子どもに対する声かけやいたずら　　　

飲酒運転、ひき逃げなどの悪質・危険な
交通法令違反　　　　　　　　　　　　

殺人、強盗などの凶悪犯罪　　　　　　

不法投棄などの環境犯罪　　　　　　　

暴走族による共同危険行為や騒音運転な
どの暴走行為　　　　　　　　　　　　

痴漢や強制わいせつなどの性的犯罪　　

インターネットを利用したサイバー犯罪

少年犯罪　　　　　　　　　　　　　　

暴力団等による組織犯罪　　　　　　　

児童虐待　　　　　　　　　　　　　　

麻薬、覚せい剤の売買、乱用などの薬物
犯罪　　　　　　　　　　　　　　　　

違法な貸付などのヤミ金融事犯　　　　

ストーカー犯罪　　　　　　　　　　　

児童買春・児童ポルノ等の少年の福祉を
害する犯罪　　　　　　　　　　　　　

銃器の使用・所持・密輸・密売などの　
銃器犯罪　　　　　　　　　　　　　　

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス＝
配偶者間暴力）　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　
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　現在の居住地域で最も不安に感じる犯罪は、「空き巣や車上ねらい、自転車盗など

の街頭犯罪」（66.1％）が６割台で最も多くなっている。以下、「振り込め詐欺や悪

質商法など」（37.5％）、「子どもに対する声かけやいたずら」（36.8％）、「飲酒

運転、ひき逃げなどの悪質・危険な交通法令違反」（29.0％）、「殺人、強盗などの

凶悪犯罪」（25.7％）、「不法投棄などの環境犯罪」（23.7％）、「暴走族による共

同危険行為や騒音運転などの暴走行為」（18.3％）、「痴漢や強制わいせつなどの性

的犯罪」（18.0％）が続いている。
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（7） 警察に強化してほしい活動

問23 震災後の安全で安心な地域社会をつくるため、警察にどのような活動を

強化して欲しいと考えますか。

あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

　警察に強化して欲しい活動は、「パトロール等街頭活動」（66.9％）が最も多く

なっている。以下、「犯罪の抑止活動」（52.8％）、「緊急事案に対する迅速な対応」

（51.8％）が５割台で続き、「犯罪の検挙」（47.0％）が４割台、「事件・事故に関

する情報発信」（37.3％）が３割台、「交通事故の抑止活動」（29.1％）、「犯罪・

事故被害者に対する支援」（25.5％）、「防犯・交通ボランティア等の結成・活動へ

の支援」（20.3％）が２割台、「意見・要望への対応」（17.7％）、「警察安全相談

の充実」（15.9％）が１割台となっている。

全　体
（n=824）

3.6%
（30人）

3.6%
（30人）

1.3%
（11人）

15.9%
（131人）

66.9%
（551人）

52.8%
（435人）

51.8%
（427人）

47.0%
（387人）

37.3%
（307人）

29.1%
（240人）

25.5%
（210人）

20.3%
（167人）

17.7%
（146人）

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0% 

パトロール等街頭活動　

犯罪の抑止活動　　　　

緊急事案に対する迅速な
対応　　　　　　　　　

犯罪の検挙　　　　　　

事件・事故に関する情報
発信　　　　　　　　　

交通事故の抑止活動　　

犯罪・事故被害者に対す
る支援　　　　　　　　

防犯・交通ボランティア
等の結成、活動への支援

意見・要望への対応　　

警察安全相談の充実　　

その他　　　　　　　　

特にない　　　　　　　

無回答　　　　　　　　
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